
あ
る

0

最

後

に
こ
の
牧
畑
制
の
起
原

に
戟
て
考

へ
て
見
る
｡

そ
れ
は
判
然
E
L
な
い
が
随
分
古

い
も
の
ゝ
桂
で
東
久

三
年
に
は
虻
に
棟
鳥
朋
上
皇
が
親
し
-
間
牛
を
御
曙
に

な
っ
た
艶
欝
も
あ
る
か
ら
常
時
は
既
に
少
-
ど
も
牧
畜

は
や
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
-
､
又
降
っ
て
慶
長
十
八

年
に
は
明
か
に
牧
畑
検
地
の
串
政
が
裁
っ
て
ゐ
る
｡
兎

に
角
普
通
の
牧
場
ビ
遜
っ
て
農
作
だ
関
係
し
て
ゐ
る
鮎

が
甚
だ
原
棉
的
で
面
白
い
yJ
恩
ふ
O
(
絡
)

毒
湾
に
於
け
る
自
然
人
文
結
合
の
事
資金

局

宗

7

.糟
富

ニ
ー
阿
艶
山
の
韻
光

三
.
角
叔
山
の
甘
地

四
､
取
鴇
岸

7
の
茄
洩
措

一
'
緒

言

或
る
見
方
で
の
地
坪
嬰
の
研
究
封
揮
た
る
自
然
人
文

陪
食
(地
<
相
関
三
石
ふ
の
も
太
醗
同
意
)
の
串
賓
は
､

幾
多
の
方
南
に
そ
れ
ぐ

翠
を
挺
わ
て
現
ほ
れ
て
ゐ
る

が
･
そ
の

一
つ
虻
田
然
の
開
拓
三
方
ふ
具
硝
化
で
あ
る

我
が
殖
氏
地
な
で

の
様
に
乱
数
な
教
壇
を
し
っ
ゝ
あ
る

慶
で
は
p
殊
に
そ
れ
が
目
立

っ
て
有
-
難
-
戚
せ
ら
れ

壌
滑
に
於
け
ろ
自
然
人
文
折
合
の
布
質

る
の
が
普
通
で
あ
る
O
こ
れ
を

1
日
も
早
-
放
っ
て
見

た
い
ビ
思
っ
て
出
掛
け
た
の
が
.

1
昨
年
の
北
海
道
.

樺
太
憶
祈
'
昨
年
の
朝
鮮
'
滞
洲
行
き
'
今
年
春
の
三

週
間
の
毒
増
巡
-
で
あ
っ
た
'
叢
に
其
の
管
見
L
L
J.柄

開

い
た
研
'
数
は
っ
た
所
'
調
べ
た
研
'
戚
じ
た
桝
な

で
に
依
っ
て
'
此
方
南
の
二
三
の
革
質
を
紹
介
し
て
見

た
い
㌔
品
心
ふ
｡

〓
'
阿
里
山
の
事
業

空

九



地

球

第
六
懇

兼
に
高
山
性
の
新
高
'
中
火
の
両
山
脈
､
西
に
中
山
性

の
希
外
堀
低
山
性
の
桃
園
丘
陵
が
順
次
南
北
に
併
行
し

て屠
る
中
に
'
喋
竃
の
原
生
美
林
を
載
せ
た
ま
ゝ
入
道○

雲
の
標
に
横
は
っ
て
ゐ
る
の
が
阿
里
山
脈
で
あ
る
O
地

○形
複
雑
で
(高
さ
二
千
八
百
尺
か
ら
八
千
七
百
尺
迄
)
断

崖
､
洗
谷
も
多
い
が
丈

l
部
新
高
の
カ

へ
蔚

い
巷
日岡
原

0
0

状
の
朋
､pD
あ
る
'

地男
は
大
惜
北
部
第
三
紀
に
属
し
て

ゐ
る
.
こ
れ
等
は
気
候

の
囲
係
.,)
共
に
特
有
な
植
物
景

観
を
作
に
せ
化
の
で
,i:
る
､
此
兼
堕

二
児
南
北
八
児
に

隣
る
.
(
7
萌

一
千
町
歩
)

1
大
自
然
富
源
に
対
し
て
の

0
0

開
拓

は
伐
木
植
林
.
貌
落
建
設
.
集
材
'
連
射
'
製
材

等
の
寮
業
ど
な
っ
て
現
ほ
れ
て
凍
た
｡

0
0

0
0

材

木

.,J梅
林

.

阿
故
山
作
業
所
は
大
垣
R
年
か
ら
伐

材
を
始
め
向
後
朴
五
年
間
で
伐
採
を
終
る
海
産
で
あ
る

伐
採
終
了
後
も
澗
薬
樹
の
大
部
分
は
慮
る
L
t
僻
は
伐

採
跡
や
草
原
地
に
は
雇
用
'
紅
棺
'
杉
桶
'
チ
ー
ク
等

有
用
な
も
の
を
順
邦
植
付
け
て
二
二
十
髭
年
後
も
引
頂

き
伐
-
出
せ
る
計
測
を
や
っ
て
ゐ
る
'
班
に
か
な
-
大

き
-
L
b
つ
t
J居
る
谷
も
見
た
'
又
伐
採
跡
地
の
云

ロ
ー

ブ
に
は
骨
で
北
見
の
過
で
見
た
様
に
開
塑
衆
落
地
が
潜

寛
六
既

望

〕

二
八

F

'

'

達
し
っ
ゝ
あ

る
､
十
字
路
な
ど
ほ
青
い
が
沼
ノ
中
の
は

ま

だ生
れ
た
許
-
で
'
動
地
や
道
路
や
家
の
前
に
も
大

木

の償
う
株
が
段
々
裁
っ
て
屠
る
､
こ
ゝ
に
は
刺
靴
も

寺
も
畢
校
も
あ
る
'
山
嵐
に
住

む
者
約
千
五
六
軍
人
'

異
に
天
上
の
避
馨
地
(盛
潜
の
日
中
で
も
屯

十
度
内
外
)

そ
れ
に
年
中
蚊
が
居
な
い
婿
雑
巾
が

山
舷
に
開
放
せ
ら

れ
た
暁
は

7
大
碁
聖
地
ピ
な
る
だ
ら
う
三
石
ふ
て
居
る

C
O

O
O

基

材

官
選

弗

､
集
材
作
業
は
阿
児
山
餓
迫
の
輸
速
力

W
歩
を
令
せ
て
[
集
材
叉
は
鹿

込
み
に
都
食
の
好
い
犠

打
b機
械
を
使
っ
て
居
る
'
そ
の
基
材
機
に
二
相
あ
っ
て

一
は
ス
キ
ヅ
ダ
ー
ヂ
他
は
ド
ン
キ
ー
ト
で
前
者
は
来
客

式
の
班
索
集
材
機
(索
引
能
力
は
五
噸
こ
こ
去
っ
て
.
塞

機
を
中
心
に
牢
確
千
二
百
尺
の
風
内
の
も
の
は
自
由
に

集
め
ら
れ
る
'
霜
の
谷
間
か
ら
食
閲
の
叫
び
で
長
大
木

が
大
き
な
鉄
に
は
さ
ま
れ
た
ま
ゝ
斜
に
ぶ
ら
下
っ
て
ブ

ソ
･V

･餓
索
を
捲
っ
て
輝
の
構
内
迄
上
っ
て
来
る
標
は

質

に
男
し
い
も
の
で
あ
る

｡後
者
は
発
布
式
で
な
い
攻

の
事
で
他
は
同
様
'
斯
-

l
且
集
め
ら
れ
た
材
木
は
再

び
同
機
の
カ
で
汽
事
に
積
込
ま
れ
て

(貨
華
人
輔
を
繋

い
だ
列
挙
が

1
ロ
ム
ハ
列
挙
の
制
山
元
だ
京
菜
貯
木
場
亡



の
間
一で
運
搬
す
る
｡

つ
0
0

0
0

此

阿
;L
;-;
亀
道

は
其

の初め明治
四
十
三
年
藤
円
組

で
計

測
超
エ
し
た
も
の

を'官費u
し
て
引
受
け
蓬
に

発作材並o)山_里阿

大
更
光
年
十
二

月
に
完
成
し
た

も
の
で
あ
る
'

仝
戚
五
十
四
哩

十
戟
'
此
間
高

低
差
賓
に
七
千

五
百
尺
'
軌
間

二
呪
六
吋
の
単

線
で
あ
る
〇
午

前
六
時
嘉
義
北

門
塀
を
蛍
す
る

yJ約
十
二
時
間

後
に
戯
上
の
沼

′

卒

(阿
兇
山
一
に
着
-

(作業現
場
迄

は
ま
だ
大
部
乗

0
0

0

っ
て
行
か
ね
ば

な
ら
ぬ
)

竹
崎
迄
.九
叩
)は
4年
カー
農
で

7
般
弟
客
を
取

故
ふ
が
'

そ
れ
以
来
は

所
絹
山
鹿
で
大

正
五

年
四
月
迄

は
此
山
の

柵
係
者
以
外

は
7
切
乗
せ
な

嚢糟
に
焚
け
る
自
然
人
文
軒
合

の
事
鷺

か
つ
た
も
の
で
あ
る
'
途
中
の
危
険
を
慮

っ
て
の
事
た

る
云
ふ
迄
も
な
い
'
今
は
蓮
掃
術
の
鉄
建
で
開
放
し
た

W
は
云
ふ
も
の
ゝ
'
切
符
の
基
の
注
意
書
に
は
､
｢
便
乗

中
に
生
じ
た
る

7
切
の
損
省
に
射
し
て
昔
局
は
其
茸
に

ヽ
ヽ

任
せ
や
｣
})
あ
る
位
で
あ
る
'
危
険
三

石
ふ
の
は
蕃
非

に
入
る
か
ら
で
は
Lt
い
'
勿
静
銀
道
は
途
中
蕃
取
に
入

0
0
0
0
0

る
の
で
乗
客
は
蔑
め
威
我
で
郡
役
所
か
ら
入
省
許
可
書

を
受
け
て
丑
か
ね
ば
な
ら
ね
が
'
元
木
阿
里
山
羊

(十

字
路
に
も
'
沼
ノ
'Q
に
も
汽
革
の
中
に
も
居
る
)
は
奥

鳳
の
歓
で
H
草
(首
狩
tJ
の
風
は
な
い
笠

石
ふ
の
に
今
時

そ
ん
な
心
配
を
す
る
必
要
は
な

い
｡

以
前
は
繊
漣
の
故
障
も
時
折
あ
っ
て
あ
た
ら
人
才
が
千

伊
の
谷
底
に
犠
牲
の
屍
を
晒
し
た
話
も
相
甘
残
っ
て
居

る
さ
う
で
あ
る
が
'
そ
れ
も
片
荷

か
ら
生
す

る
荷
廟
が

ヽ
ヽ
l
ヽ
ヽ
ヽ
l

i
t

な
る
原
田
で
頼
政
三

石
ふ
危
険
を
見
た
の
で
'
叔
路

や
機
師
事
か
ら
凍
る
も
の
は
殆
ん
t･,}
な
か
っ
た
'
横
細

事
の
如
き
は
急
カ
ー
ブ
の
所
で
も
容
易
に
逃
輔
の
出
来

る
様
に
裳
覆
し
て

あ
る
米
印
製

シ
エ
-
型
の
も
の
で
'ヽ

制
動
生
食
は
耳
沌
式
年
朱
制
動
機
を
用
ひ
て
居
る
'
燭

ヽ
ヽ

立
山
の
三
度
胃
相
の
ス
パ
イ
ラ
〝

点
や
'
阿
;1
:山
附
近

望

一

二
九



地

球

第
六
番

の

数

回

の

ス

井

ツ
チ
バ
ッ
ク
(樽
向
馬
路

)
杯

は

]
奇

観

で

･
殊

に

前

者
を
泊
池
す

る
際
の
車
窓

の

眺

め
は

賓

に

痛

快

で

あ

る

'

尚
は
金
線
を
通
じ
て
の

登

山

中

の

愉
快

は

.

!
刻

々

セ
ご
醍
圏
の
播
大
す
る
撃

､

温
度
範
鷹
の

漸
次
鍵
化

し
て
魂
.a

事

(寒
暖

計
.!J
ア
ネ

ロ
イ
ド
の

.'バ
ロ
メ
ー

タ
ー
を
見

な
が
ら
地

固
｣二
に
記

大
し
て
行

き
'
稜
其

の
地
形
気

候
植
物
の
相
聞
串
欝
を
考
察
し
既
成
の
地
形
問
植
物
堀

野
8
割
服
し
て
見
る
ビ
面
白
い
〓
向
さ
だ
共
に
捕
物
衆

の
漸
掩
し
て
行
-
串
'
塔
山
の
如
-
地
膚
断
面

(摺
曲

断
厨
尊
も
あ
る
)
を
基
礎
現
し
て
居
る
雄
大
な
岩
石
美

第
六
既

望
こ

三
〇

を
妹
ひ
得
る
拳
p
其
他
森
林
業
､
峡
谷
実
演
洗
美
等
の
t

l
l
l
l

ヽ
ヽ

あ
ら
ゆ
る
自
然
景
観
ビ
碁
敵
新
開
寵
落
地
其
他
の
人
文

ヽ
ヽ

景
観
亡
に
接
し
得
る
事
で
あ
ら
-
0

0
0
0
C
O
O
O
O

凝

議

の

製

材

貯

木

場

貯
木
場
構
内
は
十
八
番
坪
其

O
O

内
の

エ
域は
二
千
二
盲
験
坪
'
製
材
室
.
動
力
室
'
乾

燥
室
鋸
屑
富
.
修
理
室
.
仕
分
宝
及
速
出
入
轟
等
等
に

ヽ
ヽ

別
れ
る
'
入
口
に
は

『
動
力
は
火
力
で
八
百
キ
℡
ア
ッ

ヽ
†

'
l
＼
ヽ

ト
へ
燃
料
は
鋸
屑
'
厨
木
'
粉
炭
'
原
動
招
致
ク
ー
ピ

.I

.1
ヽ
ゝ

.P
I
J_
ヽ
■

ソ
1
蔓
.
製
材
機
赦
せ
四
姦
'
戯
材
能
力

1
日
原
木
八

ヽ
l
ヽ
ヽ

百
石
.
就
業
人
員
百
十
六
人
』
E
啓
い
て
あ
る
.
本
工

場
の
特
色
は
米
国
式
に
長
大
材
を
塵
*
.す
る
装
聡
の
完

備
で
'
貯
水
池
か
ら
エ
蟻

へ
'
並
に
工
場
内
の
運
搬
洗

剤
等
凡
て
自
動
的
で
規
模
の
宏
大
な
る
串
は
本
邦
中
位

に
其
の
顔
が
な
か
ら
う
｡

三
'
角
横
山
の
暮
地

角
板
山
(
カ
ッ
パ
ソ
ザ

ン
だ
静
曹
す
る
)
に
行
-
に
は

普
通
桃
園
曙
か
ら
軌
道
(
事
押
董
革
)
叉
は
自
御
車
に
依

っ
て
茶
で
有
名
な
桃
園
姦
地
を
横
ぎ
つ
て
汲
水
河
の
上

-ヽ
ヽ
▲_

流
(大
鋸
現
演
を
渡
-
)
大
深
術
に
出
で
,
そ
こ
か
ら
軌



道
で
段
丘
を
登
-
低
山
性
の
山
脈
を
経
度
も
土
下
し
て

尊
す
る
の
で
あ
る
.
大
撰
郡
役
所
か
ら
TFTef理
骨
相
町
.

手
叩
蔓
草
で
四
時
間
位
も
か
ゝ
る
'

0
0
0
0

ヽ
l
l
1
0
0

桃
闇
董
地
.
葦
北
盆
地
陪
藩

(盆
地
が
略
固
形
を
な

し
'
於
山
附
近
断
崖
に
近
-
大
な
る
断
層
銀
の
走
れ
る

め
-
.
且
つ
河
系
S
壁
薄
よ
-
見
て
)
以
前
の
淡
水
河

Lふ
淡
は
き
つ
ビ
石
門
(大
塔
術
の
奥
)
の
屈
曲
部

(河
は

直
角
に
曲
る
)
速
を
聾
だ
し
て
.
西
は
新
竹
北
は
桃
国

造
の
間
を
分
流
礎
遷
し
て
流
れ
た
の
で
あ
ら
-
'
其
の

遺
物
が
桃
園
基
地
の
大
扇
状
地
}J
戴
多
の
小
撰
亡
で
は

な
か
ら
-
か
.
勿
論
大
磯
の
地
盤
は
土
地
の
薯
し
き
隆

起
(三
百
栄
位
)
に
依
っ
て
説
明
す
べ
き
も
の
で
幾
多
の

模
範
的
な
大
規
模
の
段
丘

(海
岸
線
に
併
行
な
る
海
岸

段
丘
だ
之
紅
に
底
角
な
る
河
岸
段
丘
)
や
.
河
の
若
返

-
に
阿
る
侵
蝕
低
地
(沖
稽
層
)
の
如
き
は
そ
れ
の
符
榛

ヽ
l

で
あ
ら
-
'
地
質
は
同
塵
厨
最
も
よ
-
費
達
し
粘
土
層

砂
犀
も
混
じ
て
ゐ
る
洪
積
紀
の
も
の
で
厚
さ
は
二
三
百

尺
に
及
ぶ
'
其
の
地
袋
歌
尺
の
間
は
往
々
餓
分
に
富
め

る
浪
赫
色
の
粘
土
が
静
塗
し
て

1
種
の
ラ
テ
ラ
イ
ト
を

作

っ
て
居
る
'
此
土
蟻
は
窒
素
や
燐
酸
に
乏
し
-
肥
沃

喝
轡
に
放
け
る
自
然
人
文
給
食
の
都
賀

な
も
の
で
は
な
い
'
基
上
水
分
の
,不
足
や
磯
土
で
'
水

和
は
勿
翰

7
般
作
物
に
も
不
商
館
だ
が
制
令
に
茶
の
栽

○

培
に
よ
-
磯
に
基
の
取
部
は

茶園
贋
-
蓮
-
本
島
重
要

物
産
の
供
給
地
(本
島
産
額
の
七
割
)
ど
な
っ
て
居
る
.

大
樹
切
換
の
石
門
川
下
は
大
鰭
第
三
紀
だ
洪
清
暦
だ

の
問
を
開
折
し
て
沖
積
層
を
沈
堆
し
っ
ゝ
流
れ
て
居
る

那
.
姦
北
盆
地
の
入
口
で
第
三
系
を
切
る
校
に
な
っ
て

居
る
の
は
､
蓋
し
洪
桔
層
沈
積
次
後
天
屯
火
山
農
噴
出

後
の
革
紐
た
る
養
北
盆
地
の
階
藩
に
よ
-
'
河
は
流
路

を
超
し
且
つ
若
返
っ
て
途
中
の
萌
三
縄
層
を
侵
蝕
横
断

し
た
も
の
で
あ
ら
う
0

ロ
o
o

角
牧
山
'
土
地
の
急
激
覧
隆
起
(間
歌
的
に
)に
よ
る

構
造
性
の
河
成
段
丘
は
大
演
の
過
で
三
段
迄
而
旦
胴
岸

に
封
補
的
に
見
わ
た
p
大
撰
術
は
賓
に
此
段
丘
上
に
出

来
た
古
来
軍
事
変
通
上
重
婆
な
都
市
で
あ
る
.
段
丘
は

罫
に
西
海
岸
に
あ
る
許
-
で
は
な
い
東
海
岸
に
も
山
間

に
も
あ
る
.
殊
に
角
梶
山
壷
地
二

千
四
宵
飴
尺
)
も
固

磯
の.1
多
い
所
か
ら
見
る
}二

の
段
丘
で
あ
ら
-
大
尉
堺

撰
大
峡
谷
を
隔
て
向
ふ
の
幕
政
を
眺
め
る
}J
基
の
蓮
に

旦

二
段
位
は
明
瞭
に
鼠
わ
る
.
畏
下
の
ハ

ブ
ソ
政
も

1

竺

p)

三
.I



地

球

第

六

懸

第
六
既

望

四

三
二

つ
の
段
丘
で
あ
る
'
藩
政
は
阿
里
山
で
も
こ
ゝ
で
も
大

蛇
山
腹
の
段
丘
上
に
あ
る
p
こ
こ
へ
川
り
上
流
か
ら
水

を
引
い
て
水
禍
を
耕
作
さ
す
'
火
新
放
し
か
経
脇
せ
な

か
っ
た
彼
等
も
指
導
さ
れ
瑠
冊
さ
れ
て
段
丘
を
開
拓
し

て
そ
こ
へ
移
付
L
t
そ
こ
で
初
め
て
定
任
し
て
水
田
を

耕
す
'
斯
-
さ
す
の
が
二
つ
の
撫
育
暴
発
}J
な
っ
て
屠

る

0此
適
の
地
贋
は
大
概
北
部
第
三
系

(南
部
の
よ
-
ち

箱
青
い
)
摺
曲
運
動
を
や
っ
た
結
果

(又
は
そ
れ
に
伴

っ
て
)
だ
し
て
隆
起
'
断
層

(角
板
山
下
の
塵

の
所
で

二
三
の
鋸
肌
を
散
見
し
た
)
等
が
起
る
'
こ
の
裂
政
財

桝
に
噴
き
出
し
た
も
の
が
角
板
山
附
鑑
に
多
い
小
規
模

I
.一
ヽ
.._

の
玄
武
岩
の
ト
ロ
イ
デ
で
あ
る
.
角
板
山
'
水
流
東
.

軍
谷
山
等
は
そ
れ
で
あ
る
'
角
牧
山
の
は

♪
ブ
シ
敵
か

ら
°
上
-
道
に
粘
板
岩
ビ
稼
働
し
て
噴
出
し
て
居
る
所
-

が
見
わ
る
'
洪
栢
暦
の
固
磯
は
こ
れ
を
俄
ふ
て
段
丘
を

作
っ
て
ゐ
る
｡

角
牧
山
は
東
西
に
狭
-
.
南
北
に
長
い
面
積
六
町
渉

除
の
墓
地
で
'
領
重
商
劉
錯
体
が
此
方
南
迄
進
出
の
際

山
丘
起
伏
の
間
に
三
方
谷
に
て
囲
ま
れ
た
学
良
状
の
申

坦
地
が
あ
っ
て
'
突
然
角
形
の
板
を
敷
き
伏
せ
た
様
な

遮
撃
だ
っ
た
の
に
因
ん
で
曲
名
を
呼
び
初
め
た
三
誤
っ

て
居
る
.
曹
将
は
純
然
た
る
番
人
の
輸
新
地
域
に
属
し

四
囲
は
碑
林
で
申
坦
地
で
も
著
大
繁
-
鱗
洪
た
る
林
野

の
中
に
番
屋
の
鮎
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
'
関
姦

後
は
我
が
院
男
顔
前
進
隊
の
'
頑
強
な
兇
番
の
痕

抗
で

賓
に
幕
戟
苦
間
を
爵
け
て
p
や
つ
だ
明
治
四
十

t
年
頃

か
ら
締
順
し
た
も
の
で
あ
る
.
今
で
は
内
地
人
七
十
四

<
.
本
島
人
五
百
七
十
五
<
､
番
人
二
百
七
十
二
人

(

戸
数
六
十
'
男
官
甘
四
'
女
官
四
十
八
)
支
那
八
六
人

計
九
百
二
十
七
<
(十
五
年
四
月
未
)
の

]
大
衆
薄
地
ど

な
っ
て
ゐ
る
'
そ
の
中
に
は
郵
便
局
出
張
所
'
蕃
務
官

寛
駐
在
所
.
碁
歴
試
凝
固
.
番
人
春
賀
指
導
所
'
審
産

物
交
換
所
.
蕃
景
教
常
例

(定
員
四
十
名
'
卒
業
生
の

中
に
は
撰
専
出
身
の
秀
才
.
看
護
婦
二
名
基
他
巡
査
管

丁
等
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
)
宿
泊
所
'
思
案
館

等
が
あ
-
'
交
通
(軌
道
'
道
路
)水
道

(
'1,
ヤ
ク
ニ
撰

上
流
を
水
源
だ
し
て
引
水
せ
る
も
の
)
等
の
設
備
も
完

備
し
誠
に
興

っ
た
も
の
で
あ
る
｡

四
'
東
海
岸

叫
の
蘇
襖
港



O

姦
北
か
ら
鯨
減
量
の
繊
道
輝
の
中
に
は
､
五
渚

.

壱
拷

∩)

八
堵
亡
か
四
穐
◎
二
結
｡頚
園
な
ど
の
妙

な

地

名

の

が
あ

ヽ
ヽ

る
'
何
れ
も
結
局
村
落
の
悪
政
ら
し
い
'
多
雨
地
で
有

ポ
ツト
ホ-
ル

名
な
暖
々
適
の
大
規
模
な

縦

穴

群

.

奇
抜
な
河
系
に
若

近
-
の
義
隆
河
.
北
部
第
三
系
の
泉
田
地
方
'
義
隆
三

金
山
火
山
塊
地
方

の金
山
.
換
底
砂
丘
上

の林
投
の
群

落
p
大
隊
道
を
-

るゞ
ビ
上
鳶Is
粘
板
岩
の
大
海
崖
'
礁

撰
温
泉
地
後
方
の
断
層
粒
だ
脱
扇
'
宜
折
の
大
デ
ル
タ

中
野
･JJ
群
落
'
荒
れ
川
の
濁
水
喋
だ
産
業
.
亀
山
島

の

爆
裂
火
口
だ
亀
卯
島
-
･･･な
'̂,J
だ
人
に
徐
-
紹
介
さ
れ

て
居
な
い
兼
海
岸
地
方
に
も
'
軌
逃
す
串
の
出
水
な
い

地
理
的
材
料
が
あ
る
'

中
に
も
蘇
淡
路
に
競
い
で
は
是
非
述
べ
て
置
き
た
い

事
が
あ
る
｡
港
は
小
さ
い
が
三
方
山
に
鼠
･ま
れ

(局
部

的
陥
落
潤
?
)
南
濠
風
の
外
は
安
登
で
'
上
に
水
深
も

十
尋
乃
至
十
三
尋
あ
-
'
薯
に
凍
海
岸
唯

7
の
良
港
で

あ
る
.
童
雄
海
賊
の
根
接
地
だ
っ
た
桝
で
'
孜
課
役
は

7
時
特
別
愉
山
捲
ど
な
っ
て
屑
た
が
､
近
年
愈
々
漁
経

の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

0
0
漁
港
〔換
漁
沌
)
'
絶
工
塑
(図
線
)
六
十
六
萌
二
千
回

捕
縛
に
於
け
ろ
白
然
人
文
緋
食
の
端
野

で
大
正
十
二
年
山ハ
月
濃
に
竣
工
し
た
'
捲
内
水
面
蔵
は

二
重

二
千
面
坪
.
埋
華

舶
英
築
堤
其
他
陸
上
設
備
'

等
中
々
大
規
模
に
出
凍
て
屠
る
.
曙
ど
の
問
も
例
の
軌

ヽ
l
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

道
で
連
絡
か
･J
}J
つ
て
居
る
'
此
所
が
漁
港
に
都
合
の
よ

ヽ
ヽ
ヽ

)

い
煤
件
E
L
で
は

!
近
海
を
叢
潮
が
北
流
し
て
漁
場
の

iu一u口れH一

近
仙
椎
に
あ
る
事
二

一近
海
に
魚
礁
存
在
し
鰹
｡放
免
｡

iH■u-1ー
u

榛
頻
の
回
瀞
多
き
革
'
三
蘇
随
以
南
の
沿
岸
は
断
崖
多

(

-
す
ぐ
深
海
だ
か
ら
惣

氾

鰹
･飛
魚
｡鰭
な
ど
の
暖
流
鮭

漁
族
の
回
群
が
多
い
'
四
蘇
洩
以
北
の
沿
岸
は
神
命
遮

nl一川r

-
瀬
棚
放
滞
延
す
る
虜

め

鯛
｡
鮪
｡
赤
鯨
｡
小
鰭
な
ど

群
棲
L
p
同
時
に
組
.
鯵
等
の
何
肪
多
き
革
'
五
製
氷

(

ノヽ

域
が
あ
っ
て
鮮
魚
'
用
水
の
供
給
が
便
利
な
挙

'

六
地
(

勢
が
既
に
天
然
の
避
難
港
で
あ
る
止
に
今
回
の
築
港
が

完
成
し
た
事
等
を
揚
げ
て
屠
る
'
衆
に
漁
獲
物
の
種
板

ヽ
ヽ

ど
産
額
(大
正
十
四
年
中
)
だ
は
左
表
の
通
-
で
あ
る
.

種

板

放

免

金
触

放

免

三
脚

九r
忠
鼠

独
突
棒
.

惣
田
鰹

雷

鰻飛

魚

･=;i:
刑

｢
〇七二二･:〟

吉
二三

云
~九
八
弧

丸山ハ､rJE
弧

重
.三
九

ズ
ー八望

10
七宗
茄

望

.'S.

甜越疏地建

.建具
三 組 細網 純綱 純

弧

期

臨
場

生

二
冬
季

近
滴

五
~
六

月

沿
岸

終

年

過
岸

瓦
.
六
ー
七
月

沿
岸

夏

撃

周

秋

季

近
梅
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鮪

二六
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曳

細

岡

IL
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他

-

｣rJt･T:四
八

計

-
三
八
J宍
G

同
第
六
怨

第
六
舵

望

fLJt

三
四

今
年

へ十
韮
年

)
は
雌

の

倍
租
の
生
虜
が
あ
ら
う
ど
の
事

既
に
1
月

f
目
か
ら
四
月
甘
八
日
迄
に
南
方
襖
漁
市
域

で
取
扱
っ
た
漁
獲
物
の
金
箱
は
'
約
北
田
謁
固
に
達
し

漁
獲
鮮
魚
中
放
免
は
七
割
以
上
も
鮮
魚
の
機
内
地
及
構

l
▲一
l

-ゝ

鮮
地
方

へ
移
出
さ
れ
る
竺
試
ふ
'
左
に
漁
獲
方
法
を
嚢

げ
る
｡

,W
(B) (A)
軟 L･寮

勅 勘

漁 械

業 酔

:-_千 -_-_I--:_

共架 ELLl
lI

1:･.:
i･::'･
:

･.;
..]

晶

発光
11日11日El
組姐惣飛立
､田魚に
鰻鰹 朗

十
四
年
十
月
か

ら
十

五
年

四
月

迄
の
盛

漁
期
に
漁
港

を
根
城
だ
し
て
徒
事
し
た
驚
働
機
胎
教
は
胃
袋
内
外
'

一
日
中
均
二
千
八
百
回
か
ら
の
牧
人
を
あ
げ
て
居
る
｡

0
0

商
港
'
蘭
陽
三
郡
か
ら
の
移
山
人
貨
物
の
呑
吐
渉
だ

l
l
＼
ヽ
､
ヽ

っ
た
此
路
も
大
正
十
三
年
末
の
宜
蘭
繭
の
全
通
で
荷
役

に
便
利
な
基
隆
を
利
用
す
る
者
が
多
-
な
っ
た
の
で
.

出
入
貨
物
は
減
〃少
し
た
が
'
光
速
港
轟
兼
方
面
へ
の
旗

客
は
こ
ゝ
か
ら
の
連
絡
航
路
に
よ
る
褒
め
に
却
っ
て
激

増
し
た
､

0
0
0
0
0
0

蘇
換
港
の
滑
水
･
本
港
の

一
部
た
る
南
方
襖
漁
港
の

附
野
設
備
(給
水
｡
軌
道
｡
運
輸
｡魚
市
場
｡等
)も
漸
次
整

備
し
同
時
に
造
鹿
朗

¢
運
逢
店
等
も
.
住
宅
番
店
の
増

加
に
つ
れ
て
設
置
さ
れ
.
今
で
も
各
の
感
漁
期
に
は
い

つ
も
宵
隻
内
外
の
漁
船
が
播
摸
し
て
中
々
盛
ん
な
も
の

で
あ

る
｡

又

本
年
度
か
ら
は
土
佐
の
鰹
漁
業
者
数
十
声
宛
を
こ

ゝ
へ
移
住
さ
せ
て
漁
獲
や
鰹
節
の
製
造
な
ど
を
や
ら
せ

る
計
剥
ぎ
か
で
'
其
の
住
宅
の

7
部
は
彼
の
斜
面
に
小

屋
の
様
な
も
の
が
既
に
出
凍
て
ゐ
た
位
で
あ
る
か
ら
'

遠
か
ら
ず
粕
嘗
放
ふ
榛
に
な
る
事
だ
思
は
れ
る
.
博
じ

て
北
方
換
岬
角
に
は
近
-
燈
姦
建
設
の
筒
が
あ
-
.
将

来
水
陸
連
絡
の
設
備
を
完
成
し
.
内
地
}J
の
直
航
路
を

聞
い
て
取
引
し
兼
南
部
海
岸
ど
の
交
通
連
絡
が
今

7
膚

便
利

(織
道
の
完
成
は
容
易
鞍
串
で
は
な
い
だ

し
て
も

定
期
船
の
正
路
回
数
を
増
加
さ
せ
な
で
し
て
)
に
な
れ

ば
'
其
の
地
坪
約
位
鼠
切
関
係
上
必
ず
や
兼
部
董
轡
に

於
け
る
義
隆
港
b･}
な
る
も
の
,,,
思
は
れ
る
.
況
ん
や
蘇



換
そ
れ
自
身
が
ス
レ
1
-
や
'
大
鞘
石
な
ど
の
天
然
の

富
源
地
に
近
-
'
且
つ
町
内
に
は
便
々
ビ
し
て
窺
き
ぬ

天
然
兼
慨
泉
の
湧
出
が
あ
-

(こ
れ
を
原
料
ビ
す
る
サ

イ
ダ
ー
工
場
が
あ
る
)
宜
蘭
濁
水
流
域
の
大
森
林
地
や

肥
沃
な
宜
蘭
中
野
を
後
背
地
だ
し
'
北
.
西
養
唐
yJ
釆

基
増

と
の
大
逆
路
地
に
督

っ
て
ゐ
る
か
ら
.
肺
雄
大

い

に
敬
展
す

べ
き
場
所
で
あ
る
ビ
恕
ふ
｡

聾
者
文
献
'

大
日
本
地
綜
令
十
ー
苓
滞
事
情
へ大
正
十
四
年
収
)巽
北
州
懲
聖
~

審
滑
地
質
甥
塵
地
蹄
脱
税
明
春
~
崩
御
全
形
問
へ
三
十
譜
分
ノ

)

覇
嘩
域
退
嬰
班
ー
最
新
韓
潤
諸
(腐
松
成
)窮
腎
規
範
旋
行
ノ
ー
･･L
t

献
襖
描
案
内
ー
阿
見
山
番
韻
ノ
概
況
､
角
服
出
納
串

岡
山
願
津
山
町
に
於
け
る
地
球
軍
国
第
一
回

臨
地
研
究
骨
記
事

へ

三
)

妙

見

山

塊

妙
見
山
塊
は
坪
山
盆
地
の
北
田
か
限
り
､
古
生
厭
か
ら
成
ろ
小
山
塊

て
み
ろ
｡
妙
見
出
は
叉
櫓
ケ
山
(
七
ノ
キ
が
七
,u

TJ呼
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